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要旨 

中国帰国者とは、1972年日中国交正常化以降、日本へ永住（帰国）するようになった中

国残留日本人とその家族である。現在、一時的に帰国する人を含めると約 3万人である（厚

生労働省、2015
1
）。彼らは、血統からすれば日本と関係があるが、文化といえば非常に複

雑である。したがって、中国帰国者は、日本人とも中国人ともみずから語ることができず、

新しいマイノリティグループとして登場している。中国帰国者三世・四世は、つまり上記

の中国帰国者一世の孫・曽孫のことを指す。本論は、その三世・四世の異文化適応をめぐ

る言語問題、アイデンティティ問題および進学・進路問題に着目する。 

本論の目的は三つある。まず、中国帰国者三世・四世の現状について概観し、彼らの母

語（第一言語）によって、それぞれ第二言語の習得状況について考察を行う。とりわけこ

れまでの各自治体や NGO が開設した教室の実例をもとに、第二言語習得の動機および現

状、第二言語を支援する事業の意義について検討する。なお、バイリンガル教育の立場か

ら、母語と第二言語のバランスをとるための、親と子供自身の関心度および工夫に焦点を

あてる。次に、中国帰国者三世・四世を、日中間で行き来するサバイバル・ストラテジー

を採用する帰国児童生徒と日本で定住するが、一時的な移動がある児童生徒を二分し、そ

れぞれの動機と現状について考察し、子供たちのナショナル・アイデンティティ、文化的

アイデンティティおよび言語的アイデンティティの形成に与える影響を検討したい。また、

中国帰国者三世・四世の児童生徒の異文化適応をめぐり、子どもたちが直面している進学・

進路に関する諸問題についてさらに認識を試みる。最後に、事例研究の心得を手かがりに、

今後の課題として、彼らを支える視点から異文化適応支援する事業および政策について展

望する。 

本論の構成は以下のようである。第一章は、中国帰国児童生徒が異文化適応を目指しな

がらも、実際の教育現場で遭遇している問題を指摘し、その背景および本論の目的を紹介

する。また、中国帰国者三世・四世および異文化適応に関連する諸概念について説明し、

本論が採用する研究方法と本論文の構成についても説明する。 

第二章は、先行研究を参考に、中国帰国者三世・四世の児童生徒について概観する。次

                                                        
1
 http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/bunya/engo/seido02/kojitoukei.html   
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に、中国語を母語（第一言語、以下同）としての子および日本語を母語としての子を二分

し、中国帰国者の子供たちを支える政府の施策および NGO の具体的な事業を通じ、子供

たちそれぞれ第二言語習得の原因と現状について考察する。また、親子のコミュニケーシ

ョンや、子供教育に対しての親たちの関心度や、家庭と学校からのサポートなどの側面か

ら、バイリンガル教育の可能性の捉え方についても検討する。 

第三章の前半において、中国帰国者三世・四世を、移動方式および移動頻率によって二

分し、具体的なケースを通じ、それぞれの移動動機、異文化間の移動とアイデンティティ

の形成の関係について検討する。まず、行き来する移動方式を採用する中国帰国者三世・

四世に対し、その国籍および在留資格を考察し、またこの国籍あるいは在留資格により、

彼らが行き来する理由と現状を明らかにする。その上、一時的な移動をする帰国児童生徒

の移動動機および現状にも触れ、これらの日中文化間の移動の概況を知る上に分析し、そ

の移動自身が帰国児童生徒のアイデンティティにもたらす影響を把握する。 

第三章の後半において、中国帰国者三世・四世の高校進学に着目し、彼らの進学難の問

題を指摘する。また、進学難問題の改善策として、都道府県における高校入試特別措置、

特別入学枠および進学ガイダンスが行われている。このような特別策の内容について簡単

に説明する。 

 第四章は、以上の内容をまとめ、最終的に結論を出す。そして、未解決の課題や今後

の展望についても簡単に論述する。 
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